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第 4 章は， DME及びTHF溶液中のDBQ ( 2.5- ジーtertーベチルー P ーベンゾキノン)並びに， PBQ 
( 1 , 4 -p-ベンゾキノン)ア二オンラジカルと K及び Na カチオンのイオン対の系における実験結果
であり，化学交換だけに起因するELDOR効果を始めて観測することに成功した。


























続いてジ -tert -ブチル- p ーベンゾセミキノンのイオン対において，対イオンの移動に起因する
ELDOR を初めて測定し 対イオンの移動速度の広い範岡にわたって実験結果と理論のよい一致を得
た。
更に，イオン対の他に，遊離イオン，副生物等を含む p-ベンゾセミキノンのイオン対の溶液にむ
いても，分子間相互作用を無視できる低濃度溶液について化学交換に起因するELDOR を測定するこ
とに成功し，このような複雑な混合系における緩和過程の研究にも有用であることを示した。
その他，溶媒分千聞の水素結合に妨げられて遊離基聞のHeisenberg スピン交換が起り難いと考え
られていたアルコールj容液にむいてもこの機構に起因するELDORの観測に成功し，従来の誤りを正した。
以上のように，土井豊君は，本論文においてELDOR法による液相中の電子スピン緩和過程の研究
方法を確立し，液相中のイオン対における動的過程に関して有用な新知見を加えることができた。よ
って理学博士の学位論文として十分に価値あるものと認められる口
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